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学校教育教員養成課程｜英語教育コース 

英語教育コースは国際化にふさわしい 
資質と能力を持った英語教員を養成するコースです 

学校教育教員養成課程｜特別支援教育コース 

英語教育コース 特別支援教育コース 

英語教育コースでは、英語に関する基礎的な知

識から専門的な知識まで、授業を通して学ぶことが

できます。1・2年次では、英語の基礎的な4つの能

力（話す・聞く・読む・書く）を英語学・英米文学・英

語教育などの授業を通して向上させます。3・4年次

では、英語の専門的な知識を学習し、自分の研究

する分野を絞っていきます。学生の人数は1学年10

人（2014年度から）と少人数で、同学年だけでなく

他学年とも非常に良い関係を築けます。また、海外

へ留学・研修へ行く生徒も多いだけでなく、海外か

らの留学生も招いており、学生の英語に対する意

識も高く、みんなで切磋琢磨して学んでいこうという

環境の中で自分を磨くことができます。

英語が好きで、英語力を高めたい、英語という言

語や英米文化に関心があり、英語の諸相について

深く学びたいという意欲のある人をお待ちしています。

将来、英語の世界の魅力、英語を学ぶ楽しさや意

義を、身を持って児童、生徒に伝えていけるような先

生を目指しませんか。英語教育コースでは英語学、

英米文学の専門知識に基づき英語を科学や芸術

として扱える力を培い、異文化理解を深めます。さら

には言語習得の知識に裏打ちされた英語教育法

を学びます。豊かな英語の世界観を持った先生が

たくさん巣立っていってくれることを願っています。

特別支援教育は、特別な人を対象とした支援を

行うわけではありません。児童生徒一人ひとりを見

つめ、必要な人に、必要な支援を、必要なタイミング

で行うことができる、どの学校園にも必要な先生を

育成するのが、私たちのコースです。子どもたちを「集

団」や「学級」として捉える視点も大切ですが、当コ

ースでは、一人ひとりの子どもの存在を尊重できる

教員の育成を目指しています。ぜひ、一緒に学びた

いという学生の皆様をお待ちしています。

将来のフィールド 

基礎免許（小学校など）と、特別支援教育の免許状、 
両方の取得を目指すコースです 

教員の声 学生の声 
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私たちのコースでは、主に、障害を持つ子どもの

支援について学びます。コースの仲間と、自主的に、

様々なボランティア活動に参加して、実践的にも学

んでいます。時には、自分たちで活動を企画すること

もあります。試行錯誤し、協力してつくった企画を皆

さんに楽しんで頂いた時は、とてもやりがいを感じます。

特別支援教育コースで学んだ知識や考え方は、小

学校・中学校・幼稚園など、どんな教育現場でも求

められていると思います。そのような特別支援教育

コースで、一緒に学んでみませんか？

教員の声 学生の声 

英語教育コースでは、英語の実践的能力を身につけるとともに、英語の歴史的・社会
的背景、英米の文学や文化、英語教育法を総合的に学び、確かな英語力、言語感覚、
国際感覚の習得を目的としています。 

卒業生の多くは三重県内および他府県の小学校・中学校・高校の教員になっていきますが、最近では企業に就職したり、国内外
の大学院に進学する卒業生もいます。

子ども一人ひとりの特別な教育的ニーズ（発達の遅れ、他者とのかかわりの苦手さ、
学習のつまずき、身体の動きの制約、疾患による制約や後遺症の影響など）に目を向
け、適切な支援ができる教員等を育成するコースです。 

将来のフィールド 
小学校の先生や、特別支援学校の先生を目指す学生が一般的です。幼稚園の先生や、試験を受けながら保育士を目指す学生もいます。
この他に、行政や福祉の立場からの支援（公務員など）を目指す学生や、より専門性を高めてゆく（大学院への進学など）学生もいます。

募集人員／初等教育選修（前期3名）、中等教育選修（前期7名） 募集人員／前期11名、後期7名 

学習の様子

ボランティア

教室の風景

ゼミの1コマ

2007年から、全ての教育機関（幼稚園、小学校、中学校、高等学校等）において特別支援教育を実施

することとなりました。特別支援学校のみならず、地域の学校にも特別な教育的ニーズを有する子どもが多

く在籍しています。現在、ほとんどの学校園には「特別支援教育コーディネーター」という役割の教員がいま

す。すべての子どもたちの教育を支える上で、特別支援教育は欠かすことのできない基盤であり、そのプロ

フェッショナルとして現場で活躍できる教員を育成しているのが当コースです。

■小学校の先生を目指しています。特別支援教育コースでは、基

礎免許（私の場合は小学校）と特別支援学校の3領域（知的

障害・肢体不自由・病弱）の免許を取得します。もちろん、教員

採用試験で有利ということもありますが、小学校にはいろいろな

子どもたちがいるので、特別支援教育を学んでおくことはとても

大事なことだと思います。

■身近な存在として、障害のある人と暮らしていたため、特別支援

教育を志しました。大学の勉強だけではなく、サークル活動、ア

ルバイト、ボランティアなどを通して、視野が広がりました。教育

実習の後には、地域や企業の経済活動を通して障害のある人々

を支えることの重要性にも気付きました。一般就職を目指して

頑張っています。

■特別支援学校の先生になりたいです。少人数の子どもたちと、

一人ひとりを大切に、じっくりかかわるということが、私には合って

いると思います。コースの友達・先輩・後輩も優しい人ばかりです。

先生たちも、面白かったり、優しかったり、特徴がある人ばかりです。

学生のゼミ室もにぎやかで、4年間楽しく過ごせると思います。

■卒業生（在学時）の声 
特別支援教育コースでは、必ず2つの免許状を取

得します。1つ目は、小学校一種（または二種）免許状、

もしくは、中学校・高等学校教諭一種（または二種）

免許状です。2つ目は、特別支援教育一種免許状（知

的障害者）（肢体不自由者）（病弱者）です。努力

次第ですが、上記の免許状とあわせて、幼稚園教諭

免許状の取得を目指す学生もいます。

免許状について 

特別支援教育コースには、5名の教員がいます。

教育学担当の教員が2名、医学担当の教員が1名、

心理学担当の教員が2名です。免許状に対応する「知

的障害」「肢体不自由」「病弱」の分野について学

ぶほか、「発達障害」「重度重複障害」「視覚障害」

「聴覚障害」などについても学びます。5名の教員で

複数の分野をカバーしています。その分、学生と教

員が接する機会が多いのが当コースの特徴です。

教員の専門分野について 

授業風景：みんなで考える

米国の大学との遠隔授業

PC語学演習室での授業

親睦が深まる宿泊研修

英語教育コースのカリキュラムは英語学・英米文学・英語教育・異文化理解・英語コミュニケーションの

分野からなっており、さまざまな側面から英語に親しんでいきます。英語コミュニケーションの分野では英語

会話や英作文など実用英語のスキルを習得し、英語学、英米文学、英語教育、異文化理解などの専門分

野では、講義と演習を通して英語教員に求められる専門的知識を身につけていきます。インターネットを用い

て米国の大学との遠隔授業も行っています。

英語学の分野では、英語の仕組みや働きを実例の観察・

分析を通して多角的に研究し、その成果を中学校・高等学

校における指導に活かすことをめざします。また、英語が実

際に使われている状況、英語が今日「国際共通語」と呼ば

れるに至った経緯などを、さまざまな文献資料を通して学ん

でいきます。

英語学 
英米文学の分野では、英米の有名な詩や小説や劇など

の文学作品を原書で読み、英米文学を体験します。具体

的な作品読解を通して英米文学に親しむだけでなく、その

背景となっている英米の文化や世界観にも触れ、同時に

文学テクストの分析方法についても理解を深めます。

英米文学 

英語教育の分野では、言語習得理論から小学校の外

国語活動や中学校・高校における具体的な英語指導法ま

で、英語教育全般にかかわる事項を学びます。また、教案

作成・模擬授業や学校訪問を通して授業実践力も育みます。

英語教育 異文化理解の分野では、異文化コミュニケーション全般

の基礎知識を習得すると共に、英語を中心とする言語表現、

言語行動の背後にある英米文化における考え方、信念、

理念、価値観を学び、コミュニケーション上の異文化理解を

深めます。

異文化理解 

■幼稚園教諭：1種または2種免許

■小学校教諭：1種免許・2種免許

■中学校教諭（英語）：1種免許・2種免許

■高等学校教諭（英語）1種免許

取得可能免許 
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この英語科案内は2015年度版です。




